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協立温泉病院広報紙 

院長より新年のご挨拶 

令和三年の新年のご挨拶をさせていただきます。昨年は予想もしない新型コロナウ
イルス感染症のパンデミックにより、世界中の人々が経験したことのない困難に遭
遇しました。慢性期病院である当院は新型コロナウイルス感染症の検査、新規入院
を請け負う病院ではありませんが、院内感染を発生させないために、面会禁止や徹
底した感染対策をとってまいりました。しかし、全国的な感染拡大によって昨年末
には院内クラスターが発生しました。その後の全職員の努力によって新年早々に収

束することができました。尽力してくださった部署の職員には感謝の気持ちでいっぱいです。今年
は、まだまだこの感染症と慢性期病院として対応していかなければなりません。新型コロナウイルス
感染症治癒後に機能が低下して、在宅復帰できない患者様や、施設に戻れない患者様へのリハビリ、
入院医療の提供は昨年よりすでに行ってきましたが、今後はさらに必要になってくるでしょう。医療
提供が逼迫する中で、当院が担える役割を常に意識しながら地域医療に貢献したいと思います。  
皆様、よろしくお願いいたします。 

副院長就任のご挨拶 

本年1月1日より副院長を拝命いたしました武田勝行です。このような重職に任じられました

ことを大変光栄に思っております。一昨年まで22年あまりも米国で研究者生活をしていまし

た私の様な者に「何故このような大事な仕事を？？」と懸命に考えました。そして「コミュニ

ケーション」と言う言葉に思い至りました。米国の研究所では世界各国から人が来ており、

それぞれに宗教や文化が違いますので、何をするにも、何をしても、言葉にして会話をしな

いと始まりません。「そんなことぐらい言わんでもわかるやろ」はNGです。私もアメリカ人を見

習って、初対面の相手でも（新入職員の場合はなおさら）遠慮なく話しかけ、おしゃべりに

は積極的に横から口をはさむことを心がけておりました。「アメリカ帰りの変な奴」と思われる

かもしれませんが、この「何でもいいから口に出して話し合う（そして、できるだけその場で

結論を出す。）」ことが組織を無駄なく迅速に動かす大事な潤滑油であると、信じております。このコロナ禍の

中、病院を船に例えると、今私たちは大嵐の大波の中を進んでいる状態です。船が波にのまれてしまわない

ように、職員全員が綿密に連携し（情報・意見の共有）、一丸となり（各自がその持ち場で最大限に能力を発

揮する“ワンチーム”）、この嵐を乗り切るために少しでもお力になれればと思っております。もちろん病院として

のこの船の目的地すなわち目標は、患者様に対するベストの医療サービスの提供です。立ち話、電話、そし

てメールと何でも良いですので遠慮無くお声をおかけください。 

 武田 勝行 
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リモ－ト面会風景です 

事務長着任の御挨拶 

病 院 理念    

令和2年8月1日付で協立温泉病院の事務長に着任致しました安島 秀修です。 

私はこれまで急性期病院、老人保健施設、特養、在宅支援事業部で勤務の経験を積

ませて頂きましたが、当院では、回復期・療養を中心とした医療を提供する役割に鑑

み、この地域に求められる医療提供のあり方を模索しながら、地域医療に貢献したいと

考えています。 

2022年度には、系列の協立病院と市立川西病院が統合され新しい医療センターが開

設される予定ですが、その際にはますます、新医療センターとの連携や、猪名川・能

勢・豊能地区からの医療ニーズにも応えられる体制づくりが急務の課題と認識しています。 

又、昨年来続くコロナ禍の状況では、医療体制のひっ迫が懸念されるところですが、当院におきまして

も、引き続き、院内の感染予防対策を強化し、安心して当院をご利用いただける環境づくりに努める所

存です。今後とも、当院の運営にご理解とご協力を賜りますよう、何卒、宜しくお願い申し上げます。 
 

安島 秀修 

操作は簡単です。  患者さんの方には職員が付き添いますので、ベットで横になった状態

でも安心して利用できます。 

予約受付は電話にて承っています。 

詳細は当院ホ－ムペ－ジか院内掲示板をご覧下さい。 

お父さん会いに 

 

来ましたよ! 


